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原油、脱炭素で構造変化も

株式市場では原油相場の動向に注目が集まりやすい。原油価格の上昇・下落が様々なモノ・サービスの価格に波及し、米

連邦準備理事会（FRB）など主要国の中央銀行が金融政策を決定する際に重要な材料の一つになっているからだ。ニュー

ヨーク市場の原油先物はこの1年で急ピッチで回復した。実需の回復を反映しているが、今後をみるうえでは脱炭素という

新しい要因が見逃せない。

これまで原油相場を左右する主な要因は、石油輸出国機構（OPEC）や欧米石油会社の生産量と、ガソリンや航空機燃料な

どの消費量の見通しだった。原油相場が上昇すれば増産への動きが強まり、価格による需給の調整機能も働いていた。と

ころがここ1、2年は脱炭素の動きが、供給と需要の両面で構造的な変化をもたらそうとしている。

供給面で欧米の主要な石油会社は経営の軸足を再生可能エネルギーに移す模索を始めている。相場の水準にかかわらず油

田開発への投資を減らし、減産する傾向がある。需要面では急速に普及する見通しのEVが原油相場のカギを握り始めた。

速いペースで普及すればガソリン消費量はいずれピークを迎え、逆の場合は消費量の減少は緩やかになる可能性がある。

株式投資ではこうした構造的な変化に目配りして判断したい。（山下真一）
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国交省・吉岡幹夫技監が就任会見
インフラ機能向上へ／現場力発揮できる土壌つくる


